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な
ら
や
ま
ト
ー
ク
・
投
句
（
早
春
編
） 

   
 

東
風

こ

ち

を
背
に
佐
保
へ
と
通
う
足
軽
し 

 

小
山
喜
与
男 

 
 

 

（
毎
週
木
曜
日
、
滋
賀
県
草
津
市
か
ら
、
は
る
ば
る
な
ら
や
ま
へ
通
う
。 

八
二
才
の
意
気
込
み
に
、早
春
の
風
が
背
中
を
押
す
。ま
す
ま
す
お
元
気
で
） 

 朝
礼
の
児
童
の
ご
と
梅
蕾 

 
   

 
 
    

 

羽
尻 

嵩 

（
今
朝
は
寒
さ
が
緩
む
。
梅
の
枝
に
一
段
と
膨
ら
ん
だ
蕾
が
並
ん
で
い
る
。 

朝
礼
で
生
徒
が
整
列
し
て
い
る
よ
う
だ
な
） 

       

梅
の
香
に
一
輪
車
止
め
野
良
の
朝 
 
 
 
   

岡
田
安
弘 

 
 

 
 

 

（
畑
へ
鍬
を
運
ぶ
仲
間
、
脇
か
ら
漂
う
梅
の
香
に
、
思
わ
ず
足
を
止
め
る
） 

       
 

 
 
 
 

 

春
寒
や
花
壇
の
女
性

ひ

と

の
頬
紅
し 

 
 
   

   
岡
田
安
弘 

 
 
 
 

（
花
グ
ル
ー
プ
は
花
壇
で
作
業
。
風
は
ま
だ
冷
た
く
女
性
た
ち
の
頬
が
紅
い
、） 

    
  

水
温
む
賄
い
の
手
の
優
し
さ
に 

 
 
 
 

 
 
  

青
木
幸
子 

（
今
日
は
賄
の
当
番
。
こ
の
間
ま
で
手
が
切
れ
る
よ
う
だ
っ
た
水
が
、
心
な
し 

か
温
ん
で
い
る
よ
う
に
思
え
る
） 

 

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
山
に
響
き
て
春
近
し 

 

坂
東
久
平 

（
里
山
も
心
な
し
か
色
づ
い
て
き
た
。
な
ら
や
ま
で
は
椎
茸
の
榾
木
づ
く
り 

に
忙
し
い
。
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
音
が
あ
ち
こ
ち
か
ら
響
く
） 

 
 

 

 

  
  

 
 

誘
わ
れ
て
道
草
す
る
や
蕗
の
薹 

 
 
 
 

鈴
木
末
一 

（
田
圃
道
、
陽
の
当
た
る
斜
面
に
覗
く
フ
キ
ノ
ト
ウ
。
あ
の
頃
学
校
帰
り 

道
草
し
て
よ
く
叱
ら
れ
た
。
春
の
香
り
に
ち
ょ
っ
と
道
草
し
て
み
る
か
） 

 
 
 
  

 

ラ
ン
ド
セ
ル
背
中
で
踊
る
新
学
期 

 
  

 

鈴
木
末
一 

（「
行
っ
て
き
ま
ー
す
」
新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
が
、
背
中
で
踊
っ
て
い
る
） 

 

季
節

と

き

来
た
る
春
子

は
る
ご

の
頭
む
く
む
く
と  

 
  

古
川
祐
司 

 
 

（
一
雨
ご
と
の
暖
か
さ
。
灰
色
一
色
だ
っ
た
榾
木
の
棚
に
は
春
子
が
一
斉
に 

頭
を
出
す
。
明
日
の
椎
茸
イ
ベ
ン
ト
は
晴
。 

「
春
子
」
は
春
の
椎
茸
） 

 里
山
に
戯
む
る
子
ら
や
春
の
風 

 
 
 
 
 

  

八
木
順
一 

（
椎
茸
イ
ベ
ン
ト
で
の
山
遊
び
。
四
十
名
以
上
の
親
子
が
里
山
を
楽
し
む
） 

 

里
山
を
親
子
で
植
え
る
苗
木
か
な 

 
   

  

古
川
祐
司 

（
コ
ナ
ラ
の
伐
採
跡
に
苗
木
を
植
え
て
記
念
写
真
。
大
き
く
育
っ
た
木
と 

親
子
の
イ
メ
ー
ジ
が
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
す
る
。
木
を
植
え
、
人
を
植
え
る
） 

 
 

 
 

 
 

 
凍
尾
根
に
ア
イ
ゼ
ン
の
音
小
気
味
よ
き 

 
 

中
井
弘 

（
霧
氷
の
白
髭
山
。
凍
結
し
た
尾
根
を
登
る
。
ア
イ
ス
バ
ー
ン
を
ア
イ
ゼ
ン
の

刃
が
小
気
味
よ
く
噛
む
。
そ
の
音
や
よ
し
） 

 

投
句
歓
迎
（
古
川
ま
で
） 


